根保証契約書

債権者株式会社山田を甲、根保証人田中五郎と乙として、契約外株式会社斉藤商会（以下「丙」という。）の甲に対する債務の根保証について、次のとおり合意する。

第１条　乙は、甲に対し、丙の甲に対する債務の担保のため、丙と連帯して、その債務の履行の責に任じる。

第２条　乙は、丙が甲に対し取引上現に負担し、または将来負担すべき一切の債務について、丙と連帯して限度額金＊＊万円の範囲で保証する。

第３条　乙が保証債務の履行として甲に金員を支払ったときは、その金額に応じて前条の限度額が減少するものとする。乙の提供した他の担保権の実行により甲が金員を受領したときも、同様とする。

第４条　本契約の存続期間は、平成＊＊年＊＊月＊＊日から平成＊＊年＊＊月＊＊日までの＊年間とし、乙は、この期間内に発生した丙の債務について、履行の責任を負う。

右のとおり甲乙間に根保証契約が成立したので、本契約書２通を作成し、甲乙各１通を保有する。

平成＊＊年＊＊月＊＊日

東京都＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

債権者（甲）　株式会社山田

代表取締役　山田太郎 印

東京都＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

根保証人（乙）　田中五郎　印
